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2024年 7月の回収量
牛乳パック 6,179kg ペットボトル 10,283kg

本数 205,967本 本数 194,019本

たまごパック 2,290kg 食品トレイ 3,564kg
パック 190,867パック 枚数 594,000枚

アルミ缶 1,364kg 買物袋持参率 88.8％
缶 32,476缶 来店数 67,332人

【★…店舗のみの数値】
【前年同月に対して   増加    減少】

2024年8月9日（金）
理事23名中22名出席　　監事5名中4名出席理事会だより  2024年度 第3回理事会

県内小・中・特別支援学校へのサッカーボール寄贈及びサッカー
教室開催について
コープながの学校職域センターでは、教職員グループ保険の引受
会社である明治安田のご協力のもと、9月～ 10月にかけ、県内の
小・中・特別支援学校77校にサッカーボールを寄贈します。こ
の取り組みは、コープながの30周年記念事業として一昨年にス
タートし、昨年からはボールの寄贈に加え、AC長野パルセイロ
のスタッフ、選手が講師を務めるサッカー教室も開催しています。
今年は3つの小学校にてサッカー教室を開催しました。

お買い物サポートカーの本格展開について
コープ長野稲里店では、自家用車を持っていない方など、移動が
困難な方に向けた送迎サービス「お買い物サポートカー」の導入
のための実証実験を行ってきました。利用者の確保が進み、継続
を望む声も多数寄せられたため、長野稲里店から自動車で片道15
分のエリアを対象に、本格展開をスタートします。

“生協10の基本ケア”学習会の開催について
全国の生協の福祉事業で実践している“生協10の基本ケア”は、
利用者が住み慣れた地域で自立した生活を送り続けられるよう考
えられた介護サービスです。在宅生活を基本とした生活動作の維
持・向上を目指す“10の基本ケア”を学び、元気なうちから介護に
ついて考え、備えてもらうことを目的とした学習会を開催します。
※�11月19日（火）、ホテルブエナビスタ（松本市）にて開催。詳しいご案内は
コピス・ホームページをご覧ください。

◆報告事項

7月23日	 内部監査「伊北センター」に同行
7月26日	 事業所監査「諏訪センター」
7月30日	 内部監査「安曇野センター」に同行
7月31日	 日本生協連　常勤監事監査研究交流会　～ 1日
8月　8日	 内部監査「宅老所国分・保野」に同行
8月　9日	 第3回監事会
8月20日	 内部監査「松本センター」に同行

8月度監事会活動

8月度決算（2024年7月21日～8月20日）
組合員数 340,459人 （前月差107人増加）

出資金総額 135億5,412万円 （前月差2,385万円増加）

事業高 38億3,295万円 （予算比101.2％）

宅配 35億6,857万円 （予算比101.2％）

店舗 2億1,029万円 （予算比101.8％）

職域 538万円 （予算比89.4％）

経常剰余金 2億2,494万円 （予算比215.8％）

「組合員の声」7 月度まとめ

7月度のカード受付件数は全体で226件でした。（以下、内訳）

宅配事業では、「近所のスーパーでA2牛乳※をよく購入していま
す。コープでも取り扱ってほしいです」という声が複数寄せら
れました。現時点ではA2牛乳の取り扱い予定はありません。店
舗事業では、「魚総菜（いさき）」や「とりの半身揚げ」につい
て「おいしかった」という好評の声をいただきました。
※�牛乳のタンパク質成分のβカゼインには、「A1型」「A2型」の2つがあり、
乳牛のもつ遺伝子によってどちらになるかが決まります。日本の乳牛の大半
を占めるホルスタイン種は、A1型が多く、ジャージー牛などには、A2型の
βカゼインのみを含む「A2牛乳」を生産する牛が多いと言われています。
A2牛乳は飲んだときにおなかがゴロゴロする症状などが出にくいとされ、
海外を中心に人気が高まっています。

組合員さんが直接記入して提出された｢こえのポスト｣ 43件
組合員さんの言葉を職員が記入して提出した｢観たこと聴いたことカード｣ 180件
案内センターへの声 3件

日本被団協作成の「ヒロシマ・ナガサキ 原爆と人間」パネルは、原
爆が投下された後の広島・長崎の様子を写した写真や絵で構成され
ており、原爆の被害の実相を伝えています。コープながのは、戦争
を知らない若い世代にも戦争の悲惨さや原爆の恐ろしさを知り、平
和の大切さを考える機会としてもらいたいとの思いを込め、毎年こ
のパネルを使った展示を企画しています。

2024年度は新規会場の北信合同庁舎をはじめとする県内7つの会
場で展示を行いました。また、パネルは県内の希望する学校への貸
し出しも行っており、2校から申し込みがありました。

コープながのでは2024年度も県内各地の会場で「ヒロシマ・ナガサキ 原爆と人間」パネル展を開催しました。

「ヒロシマ・ナガサキ 原爆と人間」パネル展を
開催しました

核兵器廃絶と平和の取り組み


